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東京清掃労働組合退職者会機関紙

第３回退職者会総会

「現・退一致」の
運動を進め、会員
拡大を実現しよう

小泉会長あいさつ
　高齢者を取巻く情勢は
厳しいものがあります。
後期高齢者医療制度がい
つ廃止されるのかわから
ない状況です。年金も高
齢者控除が廃止されて増
税になっており、生活は
ますます苦しくなっています。
　社会保障制度の抜本的改善へ向け、現・
退一致の立場を基本に、闘いを強化して
いきたいと考えています。
　また、現役世代も大変な状況にありま
す。退職者会としてできる限り協力して
いきたいと思います。
　清掃退職者会にとり会員拡大は最大の
課題です。会員の加入を促進する取組み
を強めることが必要です。会員の皆さま
にも是非ご協力いただきたいと思います。

　

会
員
31
名
が
参
加
。
鈴
木
副
会

長
の
司
会
で
開
会
し
、
総
会
議
長

に
宮
崎
三
郎
さ
ん
、
小
泉
英
代
さ

ん
を
選
出
。
小
泉
京
一
会
長
は
、

「
現
・
退
一
致
」
の
闘
い
の
強
化
と
、

会
員
拡
大
の
実
現
へ
向
け
た
決
意

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
本
部
か
ら
来
賓
と
し

て
西
川
委
員
長
が
参
加
、「
退
職
者

会
の
会
員
が
少
な
い
の
は
本
部
の

大
限
協
力
し
た

い
。
東
京
清
掃

は
23
区
長
・
清

掃
一
組
と
交
渉

す
る
組
織
に

な
っ
た
が
、
大

変
厳
し
い
。
車

付
雇
上
が
導
入

さ
れ
資
源
・
粗

大
の
委
託
が
進

行
し
て
い
る
な

ど
、
毎
年
人
員

が
削
減
さ
れ
て

い
る
。

　

４
月
23
日
、

Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル

で
第
３
回
定

期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

責
任
、
会
員
拡
大
へ
向
け
て
最

新　

役　

員

○
会　
　
　

長　

渡 

辺　

昭 

之

○
副　

会　

長　

鈴 

木　

正 

則

○
副　

会　

長　

戸 

張　

寿 

雄

○
事
務
局
長　

庄 

司　

隆 

男

○
事
務
局
次
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小 

林　

正 

一

○
会　
　
　

計　

戸 

枝　

 　

章

○
会
計
監
査　

岩 

渕　

勝 

美

○
会
計
監
査　

小 

泉　

英 

代

○
幹　
　
　

事　

山 

崎　

金 

蔵

○
幹　
　
　

事　

渡 

辺　

正 

勝

○
幹　
　
　

事　

会
田  

吉
五
郎

○
幹　
　
　

事　

馬 

鳥　

宣 

明

○
幹　
　
　

事　

古 

口　

寿 

一

※ 

２
面
へ
続
く

鈴　木
副会長

東 京 清 掃
西川委員長

自治退都本部
浅沼会長

都庁退連合
花輪会長
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提
言
し
て
い
き
た
い
。
小
泉
会
長

は
今
総
会
で
勇
退
す
る
と
の
こ
と
、

退
職
者
会
運
動
に
尽
力
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

上
部
団
体
と
各
単
会
の
来
賓
は
、

自
治
退
都
本
部
、
都
庁
退
連
合
、

福
祉
、
建
設
、
労
働
、
都
市
整
備

環
境
、
中
央
市
場
か
ら
７
名
参
加
、

代
表
し
て
自
治
退
都
本
部
浅
沼
会

長
、
都
庁
退
連
合
花
輪
会
長
か
ら

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浅
沼
会
長
か
ら
「
自
民
党
政
権

の
復
帰
を
許
さ
ず
、
自
治
退
22
万

の
力
を
結
集
し
、
高
齢
者
の
代
弁

者
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」、
花
輪

会
長
か
ら
「
清
掃
労
組
の
産
別
組

織
選
択
は
日
本
の
労
働
運
動
を
変

鳩
山
政
権
を
実
現

し
た
が
、
廃
棄
物

行
政
を
め
ぐ
る
状

況
は
好
転
し
て
い

な
い
。
労
組
と
し

て
廃
棄
物
行
政
に

　

今
年
は
、役
員
の
改
選
期
で
す
。
再
建
以
来
、

会
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
小
泉
会
長

が
勇
退
し
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

え
る
力
に
な
る
。
是
非
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。
高
齢
者
を
取
巻
く
環
境

は
厳
し
い
。
小
泉
元
首
相
が
壊
し

た
社
会
保
障
を
取
り
戻
す
こ
と
が

必
要
。
清
掃
退
職
者
会
に
期
待
し

て
い
る
。」
と
、
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
庄
司
事

務
局
長
が
昨
年
４
月
の
第
２
回
定

期
総
会
以
降
１
年
間
の
経
過
を
報

告
、
主
な
経
過
は
本
紙
で
こ
れ
ま

で
報
告
し
て
き
た
と
お
り
で
す
。

イ
プ
を
ど
う
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。

●
区
職
と
の
関
係
強
化

　

区
移
管
に
関
わ
る
理
解
の
整
理
が
必

要
。
都
庁
退
に
加
入
し
て
い
る
が
、
区
職

と
の
関
係
強
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

●
本
部
交
付
金
の
あ
り
方

　

こ
れ
ま
で
本
部
は
、
退
職
者
が
東
京
清

掃
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
対
応
し
て
き
た
。
本
部
交
付
金
の
あ

り
方
な
ど
、
現
役
世
代
に
理
解
し
て
も
ら

う
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

●
弔
意
制
度
新
設
と
会
費
の
関
係

　

弔
慰
金
の
新
設
は
結
構
だ
が
、
財
政
的

に
運
営
可
能
か
。
別
途
の
資
金
徴
収
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

各
提
案
者
か
ら
、
お
二
方
の
提
言
を
積

極
的
に
受
け
止
め
、
活
動
に
活
か
し
て
い

く
と
い
う
趣
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

た
。
新
体
制
は
、
渡
辺
新

会
長
の
も
と
11
名
の
幹
事

に
よ
り
構
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
で
新
設
し

た
顧
問
に
、
西
川
本
部
委

員
長
と
小
泉
前
会
長
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
の
声

を
踏
ま
え
、
会
員
拡
大
を

は
じ
め
と
す
る
活
動
の
強

化
へ
向
け
、
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総会で提起された提言を、今
後の活動に活かすことを確認

小
泉
京
一
会
長
が
勇
退

新
会
長
に
渡
辺
昭
之
さ
ん

当面の行事予定
■５月 24 日（月）

午前 11 時　第２回幹事会
■６月 25 日（金）

午後１時 30 分　ＳＫホール
清掃退職者会学習会

条
さ
ん
と
堀
田
さ
ん
か
ら
、
次
の
提
言
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

●
会
員
拡
大
の
取
組
み

　

組
織
拡
大
運
動
の
効
果
と
成
果
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
。
機
関
紙
を
も
っ
と
活
用

す
べ
き
。
会
員
は
出
身
支
部
の
会
員
拡
大

の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。
職
場

で
行
わ
れ
る
退
職
者
の
行
事
に
は
集
ま
る

が
、
会
員
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

集
ま
る
場
所
の
確
保
と
、
若
い
層
と
の
パ

　

総
会
議
案
は
４
本
。

活
動
方
針
案
を
渡
辺
副

会
長
、
会
計
予
算
案
は

戸
枝
会
計
、
規
約
改
正

案
と
新
設
す
る
弔
意
規

則
を
庄
司
事
務
局
長
が

提
案
し
ま
し
た
。

　

議
案
に
関
わ
り
、
北

総会議長団
（宮崎さん・小泉さん）

庄　司
事務局長

渡　辺
副会長

総会終了後、楽しく懇親会
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厚
生
労
働
省
は
政
令
を
改
正
し
、

務
め
な
が
ら
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
の
在
職
老
齢
年
金
の
支
給
停

止
基
準
額
を
、
４
月
以
降
、
現
行

変
更
な
し
、
48
万
円
は
平
成
21
年

の
名
目
賃
金
が
２
・
４
％
と
大
き
く

下
落
し
た
た
め
47
万
円
に
下
が
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
共
済
年

金
受
給
者
で
年
金
と
給
料
（
賞
与

の
月
割
額
含
む
）
の
合
算
額
が

47
万
円
を
超
え
る
人
は
、
47
万
円

を
超
え
た
分
の
半
分
が
支
給
停
止

に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
額
は
最

大
で
月
５
千
円
（
年
６
万
円
）
減

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
影

響
は
６
月
支
給
分
か
ら
で
す
。

　

在
職
老
齢
年
金
の
仕
組
み
そ
の

も
の
は
変
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

賃
金
・
物
価
の
動
向
に
よ
っ
て
は

次
年
度
再
び
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。

　

年
金
は
貯
蓄
で
は
な
く
助
け
合

い
に
よ
る
生
活
保
障
で
す
か
ら
、

収
入
に
応
じ
て
年
金
額
が
調
整
さ

れ
る
仕
組
み
自
体
は
や
む
を
得
な

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
金
制
度
の

安
定
、
年
金
額
の
維
持
・
増
額
は
、

現
役
世
代
の
雇
用
安
定
と
労
働
条

件
が
き
ち
ん
と
し
た
社
会
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
す
。

在
職
老
齢
年
金

支
給
停
止
基
準
改
定

最
大
で
６
万
円
の
年
金
減
額
に

在職老齢年金（在老・高在老）
受給者に給与収入がある場合の年金額を一部
カットする仕組み

●用語の説明
＊「総報酬月額相当額」＝その月の標準報酬月額＋直近１年間の

賞与額の合計を 12 で割った額（共済では「基準給与月額相当額」
にあたる）

＊「基本月額」＝加給年金や経過的加算を除いた年金額を 12 で
割った額（共済では「在職中支給基本額」に当たる）

■ 60 ～ 64 歳（在老の仕組み）
　基本月額＋総報酬月額相当額が 28 万円を超える場合の年金支
給額（１ヶ月）（以下の算式で数字がマイナスの場合は０円）
①基本月額 28 万円以下・総報酬月額相当額 48 万円以下：基本

月額－（総報酬月額相当額＋基本月額－ 28 万円）× ２分の１
② 28 万円以下・48 万円超：基本月額－ {（48 万円＋基本月額

－ 28 万円）× ２分の１　－（総報酬月額相当額－ 48 万円）
③ 28 万円超・48 万円以下：基本月額－総報酬月額相当額 × ２

分の１
④ 28 万円超・48 万円超：基本月額－ {（48 万円 × ２分の１）

＋総報酬月額相当額－ 48 万円 }
※再任用などで共済の組合員であり続けている共済年金受給者

に対する一部支給は上記の厚生年金の算式にほぼ重なるが、
④については「在職中支給基本額－（基準給与月額相当額－
48 万円 × ２分の１）」となり独自性がある。

■ 65 ～ 70 歳（高在老の仕組み）
　基本月額＋総報酬月額相当額が 48 万円超の場合
　１ヶ月の年金支給額は老齢厚生年金月額－（総報酬月額相当額
＋老齢厚生年金月額－ 48 万円）× ２分の１

※共済年金の年金受給者が厚生年金など他の年金制度に加入し
た場合、65 歳未満を含めて上記の高在老並みの支給制限と
なっている。

「支給停止額＝基準収入月額相当額（厚生年金の総報酬月額相
当額）＋基本月額（退職共済年金額から職域相当・加給年金・
経過的加算を除いた額）－ 48 万円 × ２分の１」

※公務員歴による退職共済年金と民間歴による老齢厚生年金の
２つを受給している場合は、前記算式でそれぞれに支給制限
額を計算することになる。

の
48
万
円
か
ら
１
万
円
減
額
し

47
万
円
に
改
定
す
る
こ
と
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

支
給
停
止
基
準
額
は
、
賃
金

の
変
動
等
（
物
価
変
動
率
×
実

質
賃
金
変
動
率
）
に
よ
り
自
動

的
に
改
定
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
下
落

に
よ
り
基
準
額
が
下
が
っ
た
も

の
で
す
。

　

年
金
受
給
者
（
共
済
年
金
を

含
む
）
が
働
い
て
厚
生
年
金
の

被
保
険
者
に
な
っ
て
い
る
人
の

年
金
は
、こ
れ
ま
で
別
記
の
ル
ー

ル
に
よ
り
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
給
停
止
基
準
額
改

定
に
よ
り
、
別
記
「
在
職
老
齢

年
金
」
の
算
式
中
、
28
万
円
は
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日比谷
メーデー

中　央
メーデー

　

連
合
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は

４
月
29
日
、
全
労
協
等
の
日

比
谷
メ
ー
デ
ー
は
５
月
１
日

に
開
催
さ
れ
、東
京
清
掃
は
、

例
年
同
様
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

中
心
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
の
中
央
メ
ー

デ
ー
は
快
晴
。
退
職
者
会
か

ら
４
名
参
加
し
、
東
京
地
公

労
の
事
前
集
会
と
デ
モ
、
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
の
日
比
谷
メ
ー

デ
ー
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暑

い
く
ら
い
。
退
職
者
会
は
昨

年
よ
り
多
い
18
名
参
加
。
女

性
部
と
青
年
部
の
間
に
独
自

の
隊
列
を
組
み
、
現
役
の
仲

間
と
と
も
に
元
気
に
鍛
冶
橋

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。


